
中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
四
七
）

中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程

│
党
の
全
国
代
表
大
会
報
告
の
作
成
過
程
を
中
心
に
し
て

│
山　
　

本　
　

賢　
　

二

一
．
は
じ
め
に
│
問
題
の
所
在

筆
者
は
か
つ
て
中
国
の
情
報
文
化
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
中
国
共
産
党
の
全
国
代
表
大
会
の
第
一
三
回
（
一
三
全
大
会
）
と
第
一
四
回

（
一
四
全
大
会
）
の
大
会
報
告
の
作
成
過
程
を
取
り
上
げ
、
そ
の
二
例
を
提
示
し
、｢

党
の
総
書
記
が
中
心
と
な
っ
て
、
報
告
の
基
調
内
容

が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、『
総
設
計
師
』
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
鄧
小
平
の
指
示
が
い
ず
れ
も
不
可
欠
で
あ
り
、
鄧
の
認
知

を
受
け
て
は
じ
め
て
報
告
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鄧
小
平
と
い
う
個
人
が
情
報
を
発
信
し
、
こ
の
情
報
に
全
党
が
従
っ

た
と
も
言
え
よ
う
（
1
）｣

と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
鄧
小
平
は
一
九
九
七
年
二
月
一
九
日
に
死
去
、
中
国
の
改
革
開
放
は
次
世
代
に
引

論　

説

六
六
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
四
八
）

き
継
が
れ
、
二
〇
年
を
経
過
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
鄧
の
中
国
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
江
沢
民
と
そ
れ
に
続
く
胡
錦
濤
は
い
ず
れ
も
鄧
小
平
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ

た
後
継
者
で
あ
り
、
党
の
総
書
記
、
国
家
の
国
家
主
席
、
軍
の
中
央
軍
事
委
主
席
と
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
の
党
政
軍
の
三
権
の
継
承
は

徐
々
に
行
わ
れ
た
。

江
沢
民
は
一
九
八
九
年
六
月
二
四
日
に
総
書
記
、
鄧
小
平
の
後
を
継
い
で
一
九
八
九
年
一
一
月
九
日
に
党
中
央
軍
事
委
主
席
、

一
九
九
〇
年
三
月
一
九
日
に
国
家
軍
事
委
主
席
に
な
っ
た
が
、
国
家
主
席
に
は
楊
尚
昆
離
任
の
後
の
一
九
九
三
年
三
月
二
七
日
に
な
っ
て

は
じ
め
て
就
い
た
。
と
は
い
え
、
か
つ
て
鄧
の
下
で
胡
耀
邦
と
趙
紫
陽
が
総
書
記
に
就
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
実
権
は
鄧
小
平
が

握
っ
て
い
た
（
2
）

。
そ
し
て
、
江
が
完
全
に
権
力
を
掌
握
す
る
の
に
は
一
九
九
七
年
の
鄧
の
死
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
任
期
を
満
了
し
た
江
の
後
継
者
で
あ
る
胡
錦
濤
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
五
日
に
総
書
記
に
な
っ
た
が
、
国
家
主
席
に
は

二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
は
二
〇
〇
四
年
九
月
一
九
日
、
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
に
は
二
〇
〇
五
年
三
月

一
四
日
に
就
任
、
党
政
軍
の
三
権
掌
握
に
三
年
弱
の
時
間
を
要
し
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
鄧
小
平
と
い
う
カ
リ
ス
マ
亡
き
後
の
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
時
代
に
党
の
意
思
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か

を
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
の
第
一
五
回
、
第
一
六
回
、
第
一
七
回
、
第
一
八
回
の
大
会
報
告
の
作
成
過
程
か
ら
検
証
す
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
検
証
作
業
は
組
織
制
度
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
は
じ
め
に
中
国
共
産
党
の
組
織
制
度
に
つ
い
て
党
規
約
を
概
観
し
た

上
で
本
題
に
入
る
。

六
六
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
四
九
）

二
．
中
国
共
産
党
の
組
織
制
度

二
．
一　

民
主
集
中
制

中
国
共
産
党
の
組
織
原
則
は
民
主
集
中
制
に
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
の
基
礎
と
な
っ
た
一
二
全
大
会
規
約
を

毛
沢
東
時
代
の
一
一
全
大
会
規
約
と
比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
筆
者
は
一
一
全
大
会
規
約
と
の
違
い
を
「
階
級
と
し
て
の
搾

取
階
級
が
消
滅
し
た
後
、
わ
が
国
社
会
に
存
在
す
る
矛
盾
は
大
部
分
が
階
級
闘
争
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
階
級
闘
争
は
す
で
に

主
要
矛
盾
で
で
は
な
く
な
っ
た
」（
総
綱
）
と
す
る
社
会
認
識
か
ら
一
二
全
大
会
規
約
が
つ
く
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
た
（
3
）

。
し
か
し
、
民
主

集
中
制
に
つ
い
て
は
一
一
全
大
会
規
約
は
そ
の
「
第
八
条
」
で
「
党
は
民
主
集
中
制
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
る
。
全
党
は
、
民
主
集
中
制

の
規
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
個
人
は
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
は
上
級
に
従
い
、
全
党
は
中
央
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
一
二
全
大
会
規
約
は
「
第
十
条
」
に
「
党
は
自
ら
の
綱
領
と
規
約
に
基
づ
き
、

民
主
集
中
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
統
一
さ
れ
た
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
度
の
民
主
を
基
礎
に
し
て
、
高
度
の
集
中
を
実
行
す

る
。
党
の
民
主
集
中
制
の
基
本
原
則
は
：
党
員
個
人
は
党
の
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
組
織
は
上
級
組
織
に
従
い
、
全

党
の
各
組
織
と
党
員
は
党
の
全
国
代
表
大
会
と
中
央
委
員
会
に
従
う
。・
・
・
・
・
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
主
集
中
制

の
根
幹
で
あ
る
「
四
つ
の
従
う
」
に
つ
い
て
は
表
現
は
異
な
る
も
の
の
党
規
約
に
一
貫
し
て
明
記
さ
れ
て
き
た
組
織
原
則
で
あ
る
。

二
．
二　

現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
「
党
の
組
織
制
度
」
と
「
党
の
中
央
組
織
」

そ
の
民
主
集
中
制
を
含
む
党
の
意
思
決
定
に
係
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
主
に
中
国
共
産
党
規
約
（
4
）

の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と

六
六
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
〇
）

「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
中
国
共
産
党
第
一
八
回
全
国
代
表
大
会
（
一
八
全
大
会
）
で
修
正
さ
れ
た
現
行
の
党

規
約
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
明
文
規
定
し
て
い
る
（
5
）

。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章 

党
の
組
織
制
度

第
十
条　

党
は
、
自
ら
の
綱
領
と
規
約
に
基
づ
き
、
民
主
集
中
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
統
一
体
で
あ
る
。
党
の
民
主
集
中
制
の
基
本

原
則
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
党
員
個
人
は
党
の
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
組
織
は
上
級
組
織
に
従
い
、
全
党
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
と
全
党
員

は
党
の
全
国
代
表
大
会
と
中
央
委
員
会
に
従
う
。

（
二
）
党
の
各
級
の
指
導
機
関
は
、
そ
こ
か
ら
派
出
さ
れ
た
代
表
機
関
と
党
外
組
織
に
お
け
る
党
グ
ル
ー
プ
を
除
き
、
い
ず
れ
も
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。

（
三
）
党
の
最
高
指
導
機
関
は
、
党
の
全
国
代
表
大
会
と
そ
れ
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
会
で
あ
る
。
党
の
地
方
の
各
級
指
導

機
関
は
、
党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。
党
の
各
級
委
員
会
は
、
同
じ
級
の
代
表
大
会

に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
活
動
の
報
告
を
行
う
。

（
四
）
党
の
上
級
組
織
は
、
常
に
下
級
組
織
と
党
員
大
衆
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
提
出
し
た
問
題
を
遅
滞
な
く
解
決
し
な
け
れ

六
六
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
一
）

ば
な
ら
な
い
。
党
の
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
に
指
示
を
仰
ぎ
、
そ
の
活
動
を
報
告
す
る
一
方
、
独
自
に
責
任
を
持
っ
て
自
己
の
職
責
範

囲
内
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
級
組
織
と
下
級
組
織
の
間
で
は
、
互
い
に
情
報
を
知
ら
せ
合
い
、
支
持
し
合
い
、
監
督

し
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
党
の
各
級
組
織
は
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
五
）
各
級
党
委
員
会
は
、
集
団
的
指
導
と
個
人
責
任
分
担
が
結
び
つ
い
た
制
度
を
実
行
す
る
。
重
要
な
問
題
に
属
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
集
団
的
指
導
、
民
主
集
中
、
個
別
的
な
根
回
し
、
会
議
で
の
決
定
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討

議
し
て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
六
）
党
は
、
い
か
な
る
形
の
個
人
崇
拝
を
も
禁
止
す
る
。
党
の
指
導
者
の
活
動
が
党
と
人
民
の
監
督
の
も
と
に
置
か
れ
る
よ
う
保
証

す
る
と
と
も
に
、
党
と
人
民
の
利
益
を
代
表
す
る
す
べ
て
の
指
導
者
の
威
信
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条　

党
の
各
級
代
表
大
会
の
代
表
と
そ
の
委
員
会
の
選
出
で
は
、
選
挙
人
の
意
志
が
具
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
は
、

無
記
名
投
票
の
方
式
を
と
る
。
候
補
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
党
組
織
と
選
挙
人
が
十
分
な
根
回
し
と
討
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
候

補
者
数
が
選
出
者
数
を
超
え
る
差
額
選
挙
の
方
法
に
よ
っ
て
、
直
接
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
ま
ず
差
額
選
挙
の
方
法
で
予

備
選
挙
を
行
い
、
候
補
者
を
決
め
て
か
ら
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
選
挙
人
は
、
候
補
者
の
状
況
を
知
り
、
候
補
者
の
変
更
を
求
め
、

い
ず
れ
の
候
補
者
を
も
選
ば
ず
、
ま
た
他
の
者
を
選
ぶ
権
利
を
有
す
る
。
い
か
な
る
組
織
と
個
人
も
、
い
か
な
る
方
式
に
せ
よ
、
選
挙
人

に
特
定
の
者
を
選
挙
し
、
ま
た
は
選
挙
し
な
い
よ
う
に
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。

六
六
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
二
）

党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
末
端
の
代
表
大
会
の
選
挙
に
お
い
て
、
党
規
約
に
違
反
す
る
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
一
級
上
の
党

委
員
会
は
調
査
、
事
実
確
認
の
後
、
選
挙
の
無
効
お
よ
び
相
応
の
措
置
を
と
る
決
定
を
下
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
級
上
の
党
委
員
会
に

報
告
し
、
そ
の
審
査
と
承
認
を
経
て
、
正
式
に
発
表
し
、
実
行
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条　

党
の
中
央
と
地
方
の
各
級
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
代
表
会
議
を
招
集
し
、
遅
滞
な
く
解
決
す
べ
き
重
要
な
問
題
を

討
議
し
、
決
定
す
る
。
代
表
会
議
の
代
表
の
定
数
と
そ
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
代
表
会
議
を
招
集
す
る
委
員
会
が
決
定
す
る
。

第
十
三
条　

お
よ
そ
党
組
織
の
新
設
、
ま
た
は
既
存
の
党
組
織
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
必
ず
上
級
の
党
組
織
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

党
の
中
央
と
地
方
の
各
級
委
員
会
は
、
代
表
機
関
を
派
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
末
端
の
代
表
大
会
の
閉
会
期
間
に
、
上
級
の
党
組
織
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
、
下
級
の
党
組
織
の
責

任
者
を
異
動
さ
せ
、
ま
た
は
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条　

党
の
各
級
指
導
機
関
は
、
下
級
組
織
と
関
係
あ
る
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
場
合
、
一
般
的
な
状
況
の
も
と
で

は
、
下
級
組
織
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
級
組
織
の
正
常
な
職
権
行
使
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
下
級
組

織
の
処
理
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
上
級
の
指
導
機
関
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
。

六
七
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
三
）

第
十
五
条　

全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
に
つ
い
て
は
、
党
中
央
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持
ち
、
各
部
門
、
各
地
方
の
党
組

織
は
中
央
に
提
案
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
勝
手
に
決
定
を
下
し
た
り
、
党
の
外
部
に
主
張
を
発
表
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

党
の
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
の
決
定
を
断
固
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
の
決
定
が
そ
の
地
域
、
そ
の

部
門
の
実
際
状
況
に
合
わ
な
い
と
認
め
た
場
合
に
は
、
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
組
織
が
依
然
と
し
て
も
と
の
決
定
を
変
え

な
い
場
合
に
は
、
下
級
組
織
は
、
必
ず
そ
の
決
定
を
実
行
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
異
な
る
意
見
を
公
に
発
表
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

一
級
上
の
党
組
織
に
報
告
す
る
権
利
を
持
つ
。

党
の
各
級
組
織
の
新
聞
・
雑
誌
と
そ
の
他
の
宣
伝
手
段
は
、
必
ず
党
の
路
線
、
方
針
、
政
策
お
よ
び
決
議
を
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
六
条　

党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
、
重
要
問
題
を
決
定
す
る
と
き
は

表
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近
し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を
見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
表
決
す
べ
き
で

あ
る
。
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
は
、
そ
の
論
争
の
状
況
を
上
級
組
織
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

党
員
個
人
が
党
組
織
を
代
表
し
て
重
要
な
主
張
を
発
表
す
る
場
合
に
お
い
て
、
党
が
既
に
行
っ
た
決
定
の
範
囲
を
超
え
る
と
き
に
は
、

所
属
す
る
党
組
織
が
そ
れ
を
討
議
に
か
け
て
決
定
す
る
か
、
ま
た
は
上
級
の
党
組
織
の
指
示
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
党

員
も
そ
の
職
務
の
高
低
を
問
わ
ず
、
個
人
で
重
要
問
題
を
決
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
緊
急
な
状
況
の
も
と
で
個
人
が
決
定
を
下
さ
な
け
れ

六
七
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
四
）

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
事
後
速
や
か
に
党
組
織
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
指
導
者
で
あ
っ
て
も
、
個
人
が
独
断
専
行

し
た
り
、
個
人
を
組
織
の
上
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

第
十
七
条　

党
の
中
央
、
地
方
お
よ
び
末
端
の
組
織
は
す
べ
て
党
の
建
設
を
重
視
し
、
党
の
宣
伝
活
動
、
教
育
活
動
、
組
織
活
動
、
規

律
検
査
活
動
、
大
衆
活
動
、
統
一
戦
線
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
常
に
討
議
し
、
点
検
し
、
党
内
、
党
外
の
思
想
・
政
治
状
況
の
検
討
に
意

を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章　

党
の
中
央
組
織

第
十
八
条　

党
の
全
国
代
表
大
会
は
、
五
年
ご
と
に
一
回
開
か
れ
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
中
央
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
か
、
ま
た
は
三
分
の
一
以
上
の
省
級
の
組
織
が
要
求
を
出
し
た
と
き
は
、
全
国
代
表
大
会
を
繰
り
上
げ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
非
常

の
場
合
を
除
き
、
繰
り
延
べ
て
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
国
代
表
大
会
の
代
表
の
定
数
と
そ
の
選
出
方
法
は
、
中
央
委
員
会
が
決
定
す
る
。

第
十
九
条　

党
の
全
国
代
表
大
会
の
職
権
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
中
央
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

（
二
）
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

六
七
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
五
）

（
三
）
党
の
重
要
な
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
。

（
四
）
党
の
規
約
を
改
正
す
る
。

（
五
）
中
央
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
六
）
中
央
規
律
検
査
委
員
会
を
選
出
す
る
。

第
二
十
条　

党
の
全
国
代
表
会
議
の
職
権
は
、
重
要
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
こ
と
、
中
央
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
一

部
構
成
員
を
調
整
、
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
整
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
数
は
、
党

の
全
国
代
表
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条　

党
の
中
央
委
員
会
の
任
期
は
各
期
五
年
と
す
る
。
全
国
代
表
大
会
が
繰
り
上
げ
、
ま
た
は
繰
り
延
べ
て
開
か
れ
た
場
合

に
は
、
任
期
は
そ
れ
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
る
。
中
央
委
員
会
の
委
員
と
委
員
候
補
は
、
五
年
以
上
の
党
歴
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
央
委
員
会
の
委
員
と
委
員
候
補
の
定
数
は
、
全
国
代
表
大
会
が
こ
れ
を
定
め
る
。
中
央
委
員
会
の
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、

中
央
委
員
会
の
委
員
候
補
の
中
か
ら
、
得
票
数
に
基
づ
き
順
次
こ
れ
を
補
う
。

中
央
委
員
会
全
会
は
、
中
央
政
治
局
が
招
集
し
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
開
催
す
る
。

中
央
委
員
会
は
、
全
国
代
表
大
会
の
閉
会
中
、
全
国
代
表
大
会
の
決
議
を
実
行
し
、
党
の
活
動
全
般
を
指
導
し
、
対
外
的
に
中
国
共
産

党
を
代
表
す
る
。

六
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
六
）

第
二
十
二
条　

党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全
会
が
こ
れ
を
選
出
す
る
。

中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
委
員
の
中
か
ら
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
中
央
委
員
会
全
会
の
閉
会
中
、
中
央
委
員
会
の
職
権
を
行
使
す
る
。

中
央
書
記
処
は
、
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
執
務
機
構
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
が
指
名
し
、
中

央
委
員
会
全
会
で
可
決
す
る
。

中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
政
治
局
会
議
と
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
を
責
任
を
持
っ
て
招
集
し
、
ま
た
中
央
書
記
処
の
活
動

を
主
宰
す
る
。

党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

各
期
の
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
中
央
の
指
導
機
構
お
よ
び
中
央
の
指
導
者
は
、
次
期
の
中
央
委
員
会
が
新
し
い
中
央
の
指

導
機
構
お
よ
び
中
央
の
指
導
者
を
選
出
す
る
ま
で
は
、
次
期
の
全
国
代
表
大
会
の
開
会
中
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
党
の
日
常
活
動
を
主

宰
す
る
。

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放
軍
の
党
組
織
は
、
中
央
委
員
会
の
指
示
に
基
づ
い
て
活
動
を
進
め
る
。
中
国
人
民
解
放
軍
総
政
治
部
は
、

中
央
軍
事
委
員
会
の
政
治
工
作
機
関
で
あ
り
、
軍
隊
に
お
け
る
党
の
活
動
と
政
治
活
動
の
管
理
に
責
任
を
持
つ
。
軍
隊
に
お
け
る
党
の
組

織
の
体
制
と
機
構
は
、
中
央
軍
事
委
員
会
が
こ
れ
を
規
定
す
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

六
七
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
七
）

二
．
三　

一
二
全
大
会
規
約
に
対
す
る
一
三
全
大
会
修
正

前
掲
し
た
一
八
全
大
会
規
約
の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と
「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
党
規
約
を
遡
る

と
、
こ
れ
よ
り
先
、
一
三
全
大
会
は
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
の
基
礎
に
な
っ
た
一
二
全
大
会
規
約
（
6
）

に
対
し
次
の
よ
う
な
修
正
を
加
え
て

い
る
。

第
十
一
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
予
備
選
挙
を
経
て
候
補
者
名
簿
を
作
り
、
そ
の
後
で
本
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
候
補
者
数
が
選
出
者
数
を
超

え
る
方
法
に
よ
っ
て
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
候
補
者
数
が
選
出
者
数
を
超
え
る
差
額
選
挙
の
方
法
に
よ
っ
て
、
直
接
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
ま

ず
差
額
選
挙
の
方
法
で
予
備
選
挙
を
行
い
、
候
補
者
を
決
め
て
か
ら
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。

第
十
六
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少

数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近

し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を

見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
度
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
依
然
と
し
て
決
定
を
下

六
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
八
）

す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
論
争
状
況
を
上
級
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
、
重
要
問
題
を
決
定
す
る

と
き
は
表
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に

つ
い
て
論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近
し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を
見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
表
決
す

べ
き
で
あ
る
。
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
は
、
そ
の
論
争
の
状
況
を
上
級
組
織
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

第
十
九
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）　

党
の
全
国
代
表
大
会
の
職
権
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）　

中
央
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

（
二
）　

中
央
顧
問
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
、
審
査
す
る
。

（
三
）　

党
の
重
要
な
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
。

（
四
）　

党
の
規
約
を
改
正
す
る
。

（
五
）　

中
央
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
六
）　

中
央
顧
問
委
員
会
、
中
央
規
律
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
一
三
全
大
会
加
筆
）　

党
の
全
国
代
表
会
議
の
職
権
は
、
重
要
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
こ
と
、
中
央
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委

員
会
の
一
部
構
成
員
を
調
整
、
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
整
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の

六
七
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
九
）

数
は
、
党
の
全
国
代
表
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
条
）

第
二
十
一
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
書
記
処
お
よ
び
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全

会
が
こ
れ
を
選
出
す
る
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
お
よ
び
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全
会
が
こ
れ
を
選

出
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
中
央
書
記
処
は
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
指
導
の
下
で
、
中
央
の
日
常
活
動
を
処
理
す
る
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
中
央
書
記
処
は
、
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
執
務
機
構
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
中
央
政
治
局
常
務
委

員
会
が
指
名
し
、
中
央
委
員
会
全
会
で
可
決
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
は
、
中
央
政
治

局
常
務
委
員
会
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

六
七
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
〇
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
中
央
顧
問
委
員
会
・
・
・

（
一
三
全
大
会
修
正
）
中
央
顧
問
委
員
会
・
・
・

＊
中
央
顧
問
委
員
会
に
つ
い
て
は
組
織
改
編
で
廃
止
さ
れ
、
一
八
全
大
会
規
約
に
も
無
い
の
で
省
略
。

二
．
四　

一
四
全
大
会
修
正

そ
の
後
、
一
四
全
大
会
規
約
で
は
一
三
全
大
会
規
約
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
削
除
と
加
筆
が
行
わ
れ
た
。

削
除

第
十
条
・
・
・
そ
れ
は
高
度
の
民
主
の
基
礎
の
下
に
高
度
の
集
中
を
実
行
す
る
。・
・
・

加
筆

第
十
条

（
四
）・
・
・
党
の
各
級
組
織
は
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
五
）・
・
・
重
要
な
問
題
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討
議
し
て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
七
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
一
）

二
．
五　

一
六
全
大
会
修
正

「
総
綱
」
部
分
だ
け
の
修
正
で
あ
っ
た
一
五
全
大
会
を
経
て
、
一
六
全
大
会
で
は
第
十
条
の（
五
）に
下
記
の
内
容
が
加
筆
さ
れ
た
。

す
べ
て
集
団
的
指
導
、
民
主
集
中
、
個
別
的
な
根
回
し
、
会
議
で
の
決
定
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討
議
し

て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責
を
履

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
．
六　

一
七
全
大
会
修
正

さ
ら
に
、
一
七
全
大
会
で
は
第
十
条
の
（
四
）
末
尾
に
次
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

党
の
各
級
組
織
は
、
規
定
に
合
わ
せ
て
党
務
公
開
を
実
行
し
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

党
の
意
思
決
定
に
関
係
す
る
党
規
約
の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と
「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
は
以
上
の
変
遷
を
遂
げ
、
前

掲
し
た
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
に
な
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
党
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
七
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
二
）

三
．
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
報
告
作
成
過
程

前
掲
し
た
党
規
約
の
規
定
に
よ
る
と
、
中
国
共
産
党
の
「
最
高
指
導
機
関
」
は
五
年
ご
と
に
開
か
れ
る
全
国
代
表
大
会
と
そ
れ
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
る
中
央
委
員
会
で
あ
り
、
こ
の
中
央
委
員
会
は
全
国
代
表
大
会
閉
会
中
、
全
国
代
表
大
会
の
決
議
を
実
行
し
、
党
の
活
動
全

般
を
指
導
し
、
対
外
的
に
中
国
共
産
党
を
代
表
す
る
。
ま
た
、
中
央
委
員
会
は
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
委

員
会
総
書
記
を
選
出
す
る
。
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
開
か
れ
る
中
央
委
員
全
体
会
議
の
閉
会
中
は
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委

員
会
が
中
央
委
員
会
の
職
権
を
行
使
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
央
政
治
局
会
議
と
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
は
中
央
委
員
会
総
書
記
が

招
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
に
つ
い
て
は
、
党
中
央
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持

つ
と
と
も
に
、
重
要
問
題
の
決
定
は
「
表
決
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
代
表
大
会
の

大
会
報
告
は
「
全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
」
で
あ
る
の
で｢

党
中
央｣

す
な
わ
ち｢

党
の
最
高
機
関｣

の
全
国
代
表
大
会
と
中

央
委
員
会
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
鄧
小
平
亡
き
後
の
全
国
代
表
大
会
に
上
程
さ
れ
た
大
会
報
告
の
作
成
過
程
（
7
）

を
通
時
的
に
検
証
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
す

る
。（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
全
大
会
報
告
、
一
六
全
大
会
報
告
、
一
七
全
大
会
報
告
、
一
八
全
大
会
報
告
と
略
称
す
る
。）

三
．
一　

各
大
会
報
告
タ
イ
ト
ル

全
国
代
表
大
会
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
大
会
報
告
の
趣
旨
を
最
も
象
徴
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
大
会
で
の
報
告
者
と
そ
の
タ

イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
八
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
三
）

（
一
五
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
総
書
記
「
鄧
小
平
理
論
の
偉
大
な
旗
印
を
高
く
掲
げ
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
建
設
を
全
面
的

に
二
一
世
紀
に
推
進
さ
せ
よ
う
（
8
）

」

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
総
書
記
「
全
面
的
に
小
康
社
会
を
建
設
し
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
こ
う
（
9
）

」

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
総
書
記
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
偉
大
な
旗
印
を
高
く
掲
げ
、
全
面
的
に
小
康
社
会
を
建
設
す
る

新
た
な
勝
利
を
勝
ち
取
る
た
め
奮
闘
し
よ
う
（
10
）

」

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
総
書
記
「
断
固
変
わ
る
こ
と
な
く
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
道
に
沿
っ
て
前
進
し
、
全
面
的
に
小
康

社
会
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
（
11
）

」

以
上
の
タ
イ
ト
ル
に
共
通
す
る
の
は｢

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義｣

で
あ
る
。

こ
の
二
〇
年
間
、｢

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義｣

が
中
国
共
産
党
の
中
国
経
営
の
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
と
い
う
表
現
は
一
三
全
大
会
か
ら
始
ま
る
。
趙
紫
陽
総
書
記
は
席
上
「
中
国
の
特
色

あ
る
社
会
主
義
の
道
に
沿
っ
て
前
進
し
よ
う
」（
沿
着
有
中
国
特
色
的
社
会
主

道
路
前

）
と
題
し
た
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
続
く

一
四
全
大
会
で
も
江
沢
民
は｢

改
革
開
放
と
現
代
化
建
設
の
歩
み
を
加
速
し
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
の
さ
ら
な
る
勝
利
を
勝

ち
取
ろ
う
」（
加
快
改
革

放
和

代
化
建

步
伐
，

取
有
中
国
特
色
社
会
主

事

的
更
大

利
）
と
題
す
る
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
六
全
大
会
ま
で
は
「
有
中
国
特
色
・
・
・
」
と
「
有
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
有
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。）
こ
れ
を
加
え
る
と
、｢

中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主
義｣

の
実
現
は
中
国
の
改
革
開
放
期
三
〇
年
を
通
じ
て
の
一
貫
し
た
党
の
目
標
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
以
前
の
一
二
全
大
会
で
は
胡
耀
邦
総
書
記
が
「
全
面
的
に
社
会
主
義
現
代
化
建
設
の
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
こ
う
」（
全

面

社
会
主

代
化
建

的
新
局
面
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

六
八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
四
）

三
．
二　

各
大
会
報
告
起
草
過
程

三
．
二
．
一　

一
五
全
大
会
報
告

一
九
九
六
年
一
〇
月
一
六
日
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
一
五
全
大
会
報
告
起
草
小
組
設
置
決
定
。

一
〇
月
三
一
日
、
起
草
小
組
第
一
回
会
議
開
催
。

一
二
月
一
一
日
、
江
沢
民
、
起
草
小
組
に
一
回
目
の
談
話
。

一
九
九
七
年
一
月
一
七
日
、
江
沢
民
、
起
草
小
組
に
二
回
目
の
談
話
。

二
月
一
九
日
、
鄧
小
平
死
去
。

五
月
二
九
日
、
江
沢
民
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
卒
業
式
で
重
要

講
話
。

一
九
九
六
年
一
〇
月
末
か
ら
一
九
九
七
年
六
月
ま
で
に
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
三
回
会
議
開
催
、
中
央
政
治
局
も
会
議
を
開

催
し
、
報
告
草
稿
を
議
論
、
審
議
。

一
九
九
七
年
七
月
一
〇
日
、
中
央
政
治
局
会
議
の
決
定
に
従
い
、
第
五
稿
を
中
央
と
地
方
の
一
三
五
単
位
に
下
達
、
意
見
を
聴
取
。

討
議
参
加
者
は
一
四
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成
員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹

部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大
会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
、
合
計
四
〇
〇
〇
人
。

中
共
中
央
、
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
と
無
党
派
著
名
人
か
ら
意
見
を
聴
取
。

八
月
一
日
、
中
共
中
央
、
党
外
人
士
を
中
南
海
に
招
き
、
座
談
会
を
開
催
し
、
江
沢
民
、
直
接
意
見
を
聴
取
。

六
八
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
五
）

起
草
小
組
、
報
告
草
稿
を
修
正
、
内
容
に
関
係
す
る
修
正
三
〇
〇
余
箇
所
を
含
む
八
〇
〇
余
箇
所
を
修
正
。

中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
と
政
治
局
全
体
会
議
、
会
議
を
開
催
し
、
討
議
。
こ
の
会
議
の
意
見
を
受
け
て
、
再
度
修
正
。

一
九
九
七
年
九
月
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
一
四
期
七
中
全
会
で
第
八
稿
を
修
正
、
三
万
余
字
の
第
九
稿
完
成
、
同
九
月
九
日
可
決
採

択
、
一
五
全
大
会
上
程
決
定
。
九
月
一
二
日
、
一
五
全
大
会
開
会
式
に
上
程
、
一
九
日
採
択
。

三
．
二
．
二　

一
六
全
大
会
報
告

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
下
旬
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
胡
錦
濤
を
組
長
と
す
る
一
六
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

一
〇
月
二
六
日
、
起
草
組
第
一
回
会
議
開
催
。

江
沢
民
の
意
見
に
従
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
八
月
に
中
央
は
一
四
の
課
題
組
を
組
織
、
関
係
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
、
起
草
期
間
中
、

胡
錦
濤
は
会
議
を
主
宰
し
、
各
課
題
組
の
報
告
を
聴
取
。

一
一
月
八
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
、
起
草
組
は
八
の
調
査
研
究
組
に
分
か
れ
て
一
六
の
省
市
で
調
査
研
究
、
当
該
地

で
座
談
会
八
〇
回
開
催
、
九
一
四
人
参
加
。
起
草
組
、
中
央
の
二
〇
余
の
総
合
部
門
と
職
能
部
門
を
招
き
、
検
討
。

一
二
月
、
起
草
組
全
体
会
議
で
調
査
研
究
小
組
の
報
告
を
聴
取
、
総
合
調
査
研
究
報
告
を
作
り
、
中
央
政
治
局
常
務
委

員
会
に
上
程
。

二
〇
〇
二
年
一
月
一
四
日
、
江
沢
民
、
起
草
組
全
体
会
議
を
招
集
、
重
要
談
話
。
翌
一
五
日
、
起
草
組
、
報
告
提
綱
作
成
に
着
手
。

四
〇
余
日
間
に
、
起
草
組
は
会
議
を
数
回
開
き
、
報
告
提
綱
を
完
成
。

二
月
一
八
日
、
江
沢
民
、
報
告
提
綱
を
読
み
、
重
要
指
示
。
江
沢
民
の
指
示
に
従
い
、
起
草
組
は
提
綱
を
修
正
。

六
八
三
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二
月
二
六
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
報
告
提
綱
に
原
則
的
に
同
意
、
重
要
修
正
意
見
を
提
示
。
起
草
組
、
こ
れ

ら
の
意
見
に
基
づ
き
、
報
告
の
起
草
を
開
始
、
二
カ
月
余
後
、
初
稿
を
完
成
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
に
上
程
。

五
月
一
六
、
一
七
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
報
告
を
審
議
。

江
沢
民
、
五
月
三
一
日
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
卒
業
式
で
重
要
講
話
。

江
沢
民
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
半
日
の
座
談
会
を
四
回
開
き
、
関
係
部
門
、
研
究
部
門
、
専
門
家
学
者
の

意
見
を
聴
取
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
江
沢
民
、
国
外
か
ら
の
帰
途
、
機
上
で
随
行
し
た
関
係
部
門
の
責
任
者
と
一
六
全
大
会
報
告
に
つ
い

て
検
討
、
重
要
指
示
。

一
年
と
二
〇
日
間
の
起
草
過
程
で
、
江
沢
民
は
二
度
起
草
組
に
重
要
講
話
を
行
い
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
四
回
、
政
治
局
は

二
回
会
議
を
開
き
、
報
告
に
つ
い
て
議
論
。

八
月
二
六
日
、
中
央
政
治
局
の
決
定
に
従
い
、
全
国
一
七
八
単
位
に
報
告
草
稿
を
下
達
、
討
議
に
は
一
五
期
中
央
委
員

会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六
全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市

と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参
同
志
、
合
計
三
一
〇
〇
余
人
が
参
加
。

八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
に
、
江
沢
民
は
丸
々
八
日
間
中
南
海
で
座
談
会
を
開
き
、
直
接
各
省
自
治
区
直
轄

市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各
大
単
位
主
官
、
民
主
党
派
中
央
責
任
者
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

九
月
一
八
日
、
起
草
組
に
意
見
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
修
正
、
同
一
八
日
、
江
沢
民
、
起
草
組
全
体
会
議
を
招
集
、

再
度
重
要
講
話
。
様
々
な
意
見
提
案
に
対
し
、
起
草
組
は
ま
ず
各
小
組
で
議
論
し
、
処
理
意
見
を
提
出
、
そ
の
後
、
全
体
会
議
を
開
き
、

六
八
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
七
）

議
論
、
最
後
に
専
門
的
に
部
門
、
地
域
ご
と
に
整
え
る
。

起
草
組
、
八
昼
夜
を
使
っ
て
報
告
に
対
し
、
合
計
六
〇
〇
余
箇
所
に
わ
た
り
重
要
な
修
正
と
補
充
を
行
い
、
三
〇
〇
〇
余
字
圧
縮
。

一
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
一
五
期
七
中
全
会
が
開
催
、
七
〇
余
箇
所
を
修
正
、
可
決
、
一
六
全
大
会
に
上
程
決
定
。

一
一
月
八
日
か
ら
開
幕
し
た
一
六
全
大
会
で
修
正
、
一
四
日
採
択
。

三
．
二
．
三 

一
七
全
大
会
報
告

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
中
央
政
治
局
会
議
、
一
七
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

一
二
月
一
一
日
、
起
草
組
、
第
一
回
全
体
会
議
開
催
、
胡
錦
濤
、
報
告
起
草
組
の
組
長
に
、
劉
雲
山
と
曾
培
炎
が
副
組

長
と
な
る
。
起
草
組
の
成
員
は
中
央
機
関
、
国
家
部
委
、
軍
隊
の
責
任
者
、
地
方
の
指
導
幹
部
、
専
門
家
学
者
か
ら
な
る
。
胡
錦
濤
、

起
草
組
設
置
会
議
で
重
要
講
話
。

一
〇
か
月
余
り
の
起
草
活
動
の
中
で
、
胡
錦
濤
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
六
回
、
政
治
局
会
議
二
回
招
集
し
、
報
告
起
草
活
動

状
況
を
聴
取
、
報
告
稿
を
審
議
、
修
正
。
胡
錦
濤
、
何
度
と
な
く
起
草
組
全
体
会
議
を
主
宰
開
催
、
重
要
指
示
。
起
草
組
、
全
体
会
議

を
一
〇
回
、
活
動
グ
ル
ー
プ
会
議
四
〇
余
回
を
開
催
、
小
組
の
会
議
を
含
め
、
各
種
会
議
合
計
一
〇
〇
余
回
を
開
き
、
正
式
に
五
〇
余

り
の
箇
所
を
修
正
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
上
旬
、
起
草
活
動
の
準
備
の
た
め
、
中
央
、
二
〇
の
重
点
課
題
を
確
定
。
中
央
は
三
六
の
部
門
と
単
位
を
組
織
、

二
〇
の
課
題
を
六
二
の
具
体
的
課
題
に
分
け
、
調
査
研
究
を
進
め
、
六
二
部
の
調
査
研
究
報
告
を
作
成
。
各
課
題
組
、
合
計
一
五
二
三

回
の
座
談
会
を
開
催
、
座
談
会
参
加
者
は
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
。

六
八
五
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こ
の
調
査
研
究
終
了
後
、
胡
錦
濤
、
自
ら
会
議
を
一
二
回
主
宰
開
催
、
関
係
課
題
組
の
報
告
を
聴
取
。

一
二
月
一
五
日
、
中
共
中
央｢

一
七
全
大
会
報
告
の
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

を
下
達
、
各
地
区
各

部
門
か
ら
一
二
四
部
の
書
面
報
告
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
中
共
中
央
は
中
央
統
一
戦
線
部
に
委
託
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商

連
指
導
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

一
二
月
一
九
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
正
式
に
報
告
起
草
に
着
手
す
る
前
、
起
草
組
は
七
つ
の
小
組
に
分
か
れ
、

一
三
の
小
自
治
区
直
轄
市
に
赴
き
、
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
座
談
会
五
一
回
開
催
、
幹
部
大
衆
、
専
門
家
学
者
の
意
見
を
聴
取
。

二
〇
〇
七
年
四
月
下
旬
、
胡
錦
濤
、
更
な
る
調
査
研
究
を
指
示
。
起
草
組
、
一
七
の
重
大
課
題
に
つ
い
て
、
一
四
の
中
央
と
国
家
機

関
に
行
き
、
特
定
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
を
行
い
、
関
係
責
任
者
、
指
導
者
か
ら
意
見
を
聴
取
。

六
月
一
五
日
、
中
央
政
治
局
、
会
議
を
開
催
し
、
報
告
草
稿
を
審
議
。

六
月
二
五
日
、
胡
錦
濤
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
で
重
要
講
話
。
こ
の
講
話
後
、
中
央
は
会
議
参
加
者
の
意
見

を
聴
取
、
書
面
資
料
八
三
部
を
受
け
取
る
。

起
草
組
、
再
度
修
正
を
加
え
、
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
作
成
。

七
月
一
一
日
、
中
央
政
治
局
会
議
の
決
定
に
従
っ
て
、
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
を
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央

各
部
委
、
中
央
国
家
機
関
各
部
委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部

党
内
古
参
同
志
に
下
達
、
対
象
人
数
は
五
五
〇
〇
人
、
一
六
全
大
会
に
比
べ
、
約
二
五
二
〇
人
増
加
。
一
六
全
大
会
代
表
と
新
し
く
当

選
し
た
一
七
全
大
会
代
表
も
討
議
に
参
加
。

七
月
二
七
日
、
胡
錦
濤
、
中
南
海
で
党
外
人
士
座
談
会
を
開
催
、
意
見
聴
取
稿
に
つ
い
て
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工

六
八
六
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商
連
指
導
者
お
よ
び
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

意
見
聴
取
稿
下
達
後
、
胡
錦
濤
、
北
京
、
重
慶
、
広
州
で
七
回
座
談
会
を
開
催
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
軍
隊
各
大
単
位
主
要
責
任

者
の
意
見
を
聴
取
。
起
草
の
全
過
程
の
中
で
、
胡
錦
濤
は
前
後
二
〇
回
近
い
座
談
会
を
催
し
、
各
地
区
各
部
門
各
方
面
の
意
見
を
聴
取
。

各
地
区
各
部
門
各
方
面
の
意
見
提
案
は
二
七
〇
〇
件
に
達
し
、
重
複
し
た
意
見
を
除
く
と
一
九
五
七
件
、
起
草
組
は
八
九
〇
件
の
意
見

と
提
案
を
吸
収
、
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
と
無
党
派
人
士
の
意
見
七
八
件
を
含
む
九
五
〇
箇
所
を
修
正
。

八
月
三
〇
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
修
正
後
の
一
七
全
大
会
報
告
稿
を
審
議
。

九
月
一
七
日
、
中
央
政
治
局
、
会
議
を
開
催
し
、
党
内
外
の
意
見
聴
取
稿
に
対
す
る
情
況
報
告
を
聴
取
、
同
会
議
で
の

議
論
と
意
見
に
従
っ
て
修
正
し
た
後
、
党
の
一
六
期
七
中
全
会
に
上
程
決
定
。
中
央
政
治
局
の
要
求
に
従
い
、
修
正
。

一
〇
月
九
日
、
一
六
期
七
中
全
会
で
二
三
九
件
の
意
見
が
出
さ
れ
、
起
草
組
、
こ
れ
を
修
正
。

一
〇
月
一
二
日
、
一
六
期
七
中
全
会
で
一
七
全
大
会
報
告
案
が
可
決
、
一
七
全
大
会
上
程
決
定
。

一
〇
月
一
五
日
、
一
七
全
大
会
開
会
式
で
報
告
案
配
布
。
大
会
期
間
中
の
代
表
た
ち
の
意
見
に
従
っ
て
、
起
草
組
、
報

告
を
修
正
、
多
く
の
建
設
的
意
見
が
最
終
稿
に
入
れ
ら
れ
、
二
一
日
採
択
。

三
．
二
．
四　

一
八
全
大
会
報
告

二
〇
一
二
年
一
月
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
と
中
央
政
治
局
の
決
定
に
従
っ
て
、
一
八
全
大
会
報
告
起
草
活
動
が
正
式
に
始
ま
り
、

習
近
平
を
組
長
、
李
克
強
、
劉
雲
山
を
副
組
長
と
し
、
党
中
央
、
国
務
院
の
関
係
部
門
と
一
部
省
自
治
区
責
任
者
を
含
む
文
書
起
草
組

設
置
。

六
八
七
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一
月
五
日
、
胡
錦
濤
、
文
書
起
草
組
第
一
回
全
体
会
議
で
重
要
講
話
。
習
近
平
、
席
上
、
胡
の
講
話
を
評
価
。

一
月
六
日
、
中
央
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
員
会
）、
解
放
軍

各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
に｢

党
の
一
八
全
大
会
報
告
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

下
達
、
党
内

の
一
定
範
囲
内
で
論
議
を
組
織
し
、
広
く
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
一
定
の
方
式
を
通
じ
て
一
部
党
外
人
士
の
意
見
提
案
を
聴
取

す
る
こ
と
を
決
定
。

二
月
上
旬
、
起
草
組
、
七
の
調
査
研
究
組
、
一
二
の
省
自
治
区
に
派
遣
、
調
査
研
究
を
行
い
、
各
級
各
種
座
談
会
を

四
四
回
催
し
、
都
市
農
村
社
区
、
工
鉱
企
業
、
農
牧
水
産
基
地
な
ど
一
一
六
の
単
位
で
実
地
視
察
。

三
月
一
五
日
、
中
央
の
配
置
し
た
一
五
項
目
の
重
点
課
題
に
従
っ
て
、
四
六
の
受
け
持
ち
単
位
が
前
後
し
て
一
〇
一
の

調
査
研
究
組
を
派
遣
、
足
跡
は
二
九
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
及
び
、
座
談
会
を
一
〇
七
三
回
催
し
、
一
四
三
三
の
単
位
で
実
地
調
査
研

究
を
行
い
、
調
査
研
究
成
果
五
七
部
を
作
成
。

四
月
一
三
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
、
胡
錦
濤
、
中
南
海
で
半
日
を
五
日
間
使
い
、
三
二
単
位
の
三
八
課
題
組
一
一
の
重
点

課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
。

五
月
一
一
日
か
ら
一
四
日
ま
で
、
習
近
平
は
半
日
を
二
日
使
い
、
四
の
重
点
課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
。

五
月
二
四
日
か
ら
六
月
二
五
日
ま
で
の
一
か
月
間
で
、
胡
錦
濤
は
二
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
と
一
回
の
中

央
政
治
局
会
議
を
主
宰
、
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
つ
い
て
審
議
。

五
月
二
四
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
初
め
て
の
審
議
、
原
則
同
意
。
胡
錦
濤
、

重
要
指
示
。

六
八
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
一
）

六
月
一
二
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
審
議
用
稿
に
つ
い
て
二
度
目
の
審
議
、
常
務
委
員
、

文
書
の
修
正
に
重
要
意
見
提
示
。

六
月
二
五
日
、
中
央
政
治
局
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
審
議
用
稿
を
初
め
て
審
議
、
中
央
政
治
局
委
員
、
概
ね
賛
成
す

る
も
、
多
く
の
重
要
修
正
意
見
提
起
。

七
月
二
三
日
、
胡
錦
濤
、
省
部
級
主
要
幹
部
特
定
テ
ー
マ
研
討
班
開
講
式
で
、
重
要
講
話
。

起
草
活
動
一
〇
カ
月
余
り
の
間
、
胡
錦
濤
は
前
後
し
て
四
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
二
回
の
中
央
政
治
局
会
議
を
主
宰

開
催
、
起
草
活
動
の
情
況
報
告
を
聴
取
、
修
正
を
審
議
。
習
近
平
は
八
回
起
草
組
全
体
会
議
を
主
宰
開
催
、
報
告
起
草
活
動
を
研
究
配

置
。
一
七
期
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
李
長
春
、
李
克
強
、
賀
国
強
、
周
永
康
ら
が
重
要
意
見
提
示
。

八
月
一
一
日
、
中
央
弁
公
庁
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
）、
軍
委

総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
党
組
に
「
党
の
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知
」
を
下
達
。

八
月
二
七
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
の
間
で
、
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
、
三
一
の
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
の
主
要
責
任
者

と
の
座
談
会
四
回
、
一
八
の
軍
隊
の
大
単
位
軍
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
二
回
、
八
の
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指
導
者
と

無
党
派
人
士
と
の
座
談
会
一
回
を
含
む
七
回
の
座
談
会
を
催
し
、
意
見
と
提
案
を
聴
取
。

九
月
五
日
ま
で
に
、
各
地
区
各
部
門
各
方
面
で
意
見
を
聴
取
し
た
人
数
は
合
計
四
五
一
一
人
、
党
の
一
八
全
大
会
報
告

意
見
聴
取
稿
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
意
見
と
提
案
は
総
計
一
二
一
部
、
修
正
意
見
と
提
案
は
二
四
〇
〇
件
、
重
複
を
除
き
、
原
則

的
な
修
正
意
見
二
〇
八
件
、
具
体
的
な
修
正
意
見
一
六
七
四
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
は
中
央
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
二
回

一
部
党
外
人
士
の
意
見
を
聴
取
、
起
草
組
は
一
部
退
職
し
た
古
参
同
志
に
直
接
意
見
を
聴
取
し
た
。

六
八
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
二
）

こ
の
後
の
半
月
、
中
央
の
精
神
と
要
求
に
従
っ
て
、
文
書
起
草
組
は
五
〇
七
箇
所
加
筆
、
修
正
、
簡
素
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
民
主

党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
を
含
む
一
二
六
単
位
、
九
〇
〇
件
の
意
見
と
提
案
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

党
外
人
士
の
意
見
三
九
件
も
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

一
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
一
四
期
七
中
全
会
が
北
京
で
開
催
さ
れ
、
一
八
全
大
会
報
告
案
が
論
議
さ
れ
た
。
文
書

起
草
組
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
原
則
的
な
修
正
意
見
一
五
件
、
具
体
的
な
修
正
意
見
一
八
一
件
を
含
む
一
九
六
件
の
意
見
に
基
づ

い
て
四
一
箇
所
を
修
正
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
の
審
議
に
上
程
、
同
会
議
で
は
ま
た
五
件
の
意
見
で
出
さ
れ
、
起
草
組
は
一

箇
所
の
修
正
を
提
案
、
四
日
午
後
、
一
七
期
七
中
全
会
で
表
決
採
択
さ
れ
、
一
八
全
大
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

一
一
月
八
日
、
一
八
全
大
会
の
開
会
式
で
、
厚
さ
六
四
頁
、
三
万
字
近
い
一
八
全
大
会
報
告
案
が
配
布
。
起
草
組
は
大

会
期
間
中
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
一
五
八
件
の
意
見
に
従
っ
て
、
一
九
箇
所
修
正
、
二
一
日
採
択
。

三
．
三　

四
大
会
報
告
作
成
過
程
の
異
同

三
．
三
．
一　

起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間

四
大
会
報
告
そ
れ
ぞ
れ
起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間
は
次
の
通
り
、

（
一
五
全
大
会
報
告
）
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
六
日
│
一
九
九
七
年
九
月
一
八
日

（
一
六
全
大
会
報
告
）
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
下
旬
│
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
四
日

（
一
七
全
大
会
報
告
）
二
〇
〇
六
年
一
二
月
│
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
一
日

（
一
八
全
大
会
報
告
）
二
〇
一
二
年
一
月
│
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
四
日

六
九
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
三
）

起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間
は
前
記
の
よ
う
に
、
一
五
全
大
会
が
一
一
か
月
、
一
六
全
大
会
が
一
三
か
月
で
あ
り
、
一
六
全
大
会
は

二
〇
〇
一
年
八
月
か
ら
、
ま
た
、
一
七
全
大
会
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
か
ら
起
草
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
と
あ
り
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ

二
か
月
長
く
起
草
に
費
や
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
六
全
大
会
は
一
五
か
月
、
一
七
全
大
会
は
一
二
か
月
強
に
な
る
。

そ
し
て
、
直
近
の
一
八
全
大
会
は
一
〇
か
月
と
い
う
最
短
期
間
に
な
っ
て
い
る
。

三
．
三
．
二　

起
草
組
の
設
置
と
構
成

起
草
組
設
置
と
そ
の
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
一
五
全
大
会
報
告
起
草
小
組
設
置
決
定
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
胡
錦
濤
を
組
長
と
す
る
一
六
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
起
草
組
、
第
一
回
全
体
会
議
開
催
、
胡
錦
濤
、
報
告
起
草
組
の
組
長
に
、
劉
雲
山
と
曾
培
炎
が
副
組
長
と
な
る
。

起
草
組
の
成
員
は
中
央
機
関
、
国
家
部
委
、
軍
隊
の
責
任
者
、
地
方
の
指
導
幹
部
、
専
門
家
学
者
か
ら
な
る
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
一
八
全
大
会
報
告
起
草
活
動
が
正
式
に
始
ま
り
、
習
近
平
を
組
長
、
李
克
強
、
劉
雲
山
を
副
組
長
と
し
、
党
中

央
、
国
務
院
の
関
係
部
門
と
一
部
省
自
治
区
責
任
者
を
含
む
文
書
起
草
組
設
置
。

上
記
の
よ
う
に
一
五
全
大
会
報
告
に
は
起
草
組
の
設
置
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
組
長
、
副
組
長
、
さ
ら
に
は
構
成
に
つ
い

て
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
六
全
大
会
報
告
で
は
組
長
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
七
全
大
会
に
な
る
と
、
組
長
、
副
組
長

と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
同
時
に
、
構
成
員
の
背
景
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
八
全
大
会
で
も
組
長
、
副
組
長
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

一
七
全
大
会
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
の
構
成
も
示
さ
れ
て
い
る
。

六
九
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
四
）

三
．
三
．
三　
「
課
題
組
」
等
の
派
遣

大
会
報
告
案
の
起
草
に
必
要
な
調
査
に
つ
い
て
は
、
中
央
が
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
さ
せ
る
「
課
題
組
」
を
関
係
単
位
に

派
遣
す
る
と
同
時
に
、「
起
草
組
」
も
「
調
査
研
究
小
組
」
を
作
り
、
調
査
さ
せ
、
報
告
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）「
課
題
組
」
も
「
調
査
研
究
小
組
」
も
そ
の
存
在
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
中
央
が
一
四
の
課
題
組
を
組
織
、
関
係
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
さ
せ
、
起
草
期
間
中
、
胡
錦
濤
が
各
課
題
組

の
報
告
を
聴
取
し
て
い
る
。
ま
た
、
起
草
組
は
八
の
調
査
研
究
組
に
分
か
れ
て
一
六
の
省
市
で
調
査
研
究
、
当
該
地
で
座
談
会
八
〇
回

開
催
、
こ
れ
に
九
一
四
人
参
加
。
ま
た
、
起
草
組
全
体
会
議
で
調
査
研
究
小
組
の
報
告
を
聴
取
、
総
合
調
査
研
究
報
告
を
作
り
、
中
央

政
治
局
常
務
委
員
会
に
上
程
し
た
と
し
て
い
る
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
中
央
は
二
〇
の
重
点
課
題
を
確
定
、
三
六
の
部
門
と
単
位
を
組
織
、
二
〇
の
課
題
を
六
二
の
具
体
的
課
題
に
分

け
、
調
査
研
究
を
進
め
、
六
二
部
の
調
査
研
究
報
告
を
作
成
。
各
課
題
組
、
合
計
一
五
二
三
回
の
座
談
会
を
開
催
、
座
談
会
参
加
者
は

延
べ
二
〇
〇
七
二
人
。
そ
し
て
、
報
告
起
草
着
手
前
、
起
草
組
は
七
つ
の
小
組
に
分
か
れ
、
一
三
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
赴
き
、
実
地

調
査
研
究
を
行
い
、
座
談
会
五
一
回
開
催
、
幹
部
大
衆
、
専
門
家
学
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
と
し
て
い
る
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
起
草
組
は
七
の
調
査
研
究
組
を
一
二
の
省
自
治
区
に
派
遣
、
調
査
研
究
を
行
い
、
各
級
各
種
座
談
会
を
四
四
回

催
し
、
都
市
農
村
社
区
、
工
鉱
企
業
、
農
牧
水
産
基
地
な
ど
一
一
六
の
単
位
で
実
地
視
察
。
ま
た
、
中
央
の
配
置
し
た
一
五
項
目
の
重

点
課
題
に
従
っ
て
、
四
六
の
受
け
持
ち
単
位
が
前
後
し
て
一
〇
一
の
調
査
研
究
組
を
派
遣
、
足
跡
は
二
九
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
及
び
、

座
談
会
を
一
〇
七
三
回
催
し
、
一
四
三
三
の
単
位
で
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
調
査
研
究
成
果
五
七
部
を
作
成
。
さ
ら
に
、
胡
錦
濤
は

六
九
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
五
）

中
南
海
で
三
二
単
位
の
三
八
課
題
組
一
一
の
重
点
課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
し
た
と
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、「
課
題
組
」
と
「
起
草
組
」
の
「
調
査
研
究
小
組
」
は
一
五
全
大
会
を
除
き
、
関
係
省
自
治
区
直
轄
市
の
関
係
単
位

で
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
大
会
報
告
起
草
の
た
め
に
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
特
に
、
一
七
全
大
会
報
告
に
つ
い
て
は
、「
課
題
組
」

が
一
五
二
三
回
の
座
談
会
を
催
し
、
こ
れ
に
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
際
立
つ
。
ま
た
、
一
七
全
大
会
報
告
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
一
八
全
大
会
報
告
に
お
い
て
も
参
加
人
数
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
「
調
査
研
究
組
」
が
一
〇
七
三
回
の
座
談
会
を
催

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
座
談
会
は
一
六
全
大
会
報
告
が
八
〇
回
と
し
て
い
る
の
に
比
較
す
る
と
一
六
倍
を
超
え

格
段
に
増
加
し
て
い
る
。

三
．
三
．
四　
「
通
知
」
等
の
下
達
範
囲
と
対
象
人
数

大
会
報
告
案
に
関
係
す
る
「
通
知
」
な
ど
の
下
達
範
囲
お
よ
び
そ
の
対
象
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）
第
五
稿
の
下
達
範
囲
は
、
中
央
と
地
方
の
一
三
五
単
位
、
一
四
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成

員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大

会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
で
あ
り
、
合
計
四
〇
〇
〇
人
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
報
告
草
稿
下
達
範
囲
は
、
全
国
一
七
八
単
位
、
一
五
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六

全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参

同
志
で
あ
り
、
合
計
三
一
〇
〇
余
人
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
の
下
達
範
囲
は
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央
各
部
委
、
中
央
国
家
機
関
各
部

六
九
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
六
）

委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部
党
内
古
参
同
志
、
一
六
全
大
会

代
表
、
一
七
全
大
会
代
表
で
あ
り
、
合
計
五
五
〇
〇
人
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）｢

党
の
一
八
全
大
会
報
告
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

下
達
範
囲
は
、
中
央
、
各
省
、
自
治
区
、

直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
員
会
）、
解
放
軍
各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
で
あ
り
、

「
党
の
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知
」
は
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部

委
党
組
（
党
委
）、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
党
組
で
あ
り
、
合
計
四
五
一
一
人
。

上
記
の
よ
う
に
「
通
知
」
な
ど
を
下
達
す
る
範
囲
は
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
）、

軍
委
総
政
治
部
、
解
放
軍
各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
（
一
八
全
大
会
報
告
）、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央
各
部
委
、

中
央
国
家
機
関
各
部
委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部
党
内
古
参
同

志
（
一
七
全
大
会
報
告
）、
一
五
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六
全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人

民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参
同
志
（
一
六
全
大
会
報
告
）、
一
四
期
中
央
委
員
会

と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成
員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区

の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大
会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
（
一
五
全
大
会
報
告
）
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
下
達
範

囲
は
ほ
ぼ
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
対
象
人
数
を
当
時
の
党
員
数
五
八
〇
〇
万
（
一
五
全
大
会
）、
六
六
三
六
万
（
一
六
全
大
会
）、
七
三
三
六
万
（
一
七
全
大
会
）、

八
五
一
二
万
（
一
八
全
大
会
）
を
分
母
に
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
（
一
五
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
六
八
九
％
、（
一
六
全
大
会
報
告
）

〇
・
〇
〇
四
六
七
％
、（
一
七
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
七
四
九
％
、（
一
八
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
五
二
九
％
と
な
り
、
党
員
一
〇
万
に
対
し

六
九
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
七
）

六
〜
八
名
だ
け
が
大
会
報
告
作
成
に
参
与
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

三
．
三
．
五　

中
南
海
で
の
座
談
会

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
共
中
央
、
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
と
無
党
派
著
名
人
に
意
見
を
聴
取
。

中
共
中
央
、
党
外
人
士
を
中
南
海
に
招
き
、
座
談
会
を
開
催
し
、
江
沢
民
、
直
接
意
見
を
聴
取
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
は
丸
々
八
日
間
中
南
海
で
座
談
会
を
開
き
、
直
接
各
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各

大
単
位
主
官
、
民
主
党
派
中
央
責
任
者
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
党
外
人
士
座
談
会
を
開
催
、
意
見
聴
取
稿
に
つ
い
て
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指

導
者
お
よ
び
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
、
三
一
の
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
四
回
、
一
八
の
軍
隊
の

大
単
位
軍
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
二
回
、
八
の
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指
導
者
と
無
党
派
人
士
と
の
座
談
会
一
回
を
含

む
七
回
の
座
談
会
を
催
し
、
意
見
と
提
案
を
聴
取
。

上
記
の
よ
う
に
座
談
会
で
意
見
提
案
を
聴
取
す
る
対
象
は
党
外
が
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
著
名
人
、
党
外
人
士

で
あ
り
、
党
内
は
各
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各
大
単
位
主
官
で
あ
る
。

三
．
三
．
六　

政
治
局
常
務
委
員
会
議
等
の
開
催

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
三
回
会
議
開
催
、
中
央
政
治
局
も
会
議
を
開
催
し
、
報
告
草
稿
を
議
論
、
審
議
。

六
九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
八
）

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
は
・
・
・
・
・
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
四
回
、
政
治
局
は
二
回
会
議
を
開
き
、
報
告
に
つ
い
て

議
論
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
六
回
、
政
治
局
会
議
二
回
招
集
し
、
報
告
起
草
活
動
状
況
を
聴
取
、
報

告
草
稿
を
審
議
、
修
正
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
前
後
し
て
四
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
二
回
の
中
央
政
治
局
会
議
を
主
宰
開
催
、
起
草

活
動
の
情
況
報
告
を
聴
取
、
修
正
を
審
議
。

い
ず
れ
の
大
会
報
告
に
つ
い
て
も
前
述
の
よ
う
に
政
治
局
常
務
委
員
会
議
が
政
治
局
会
議
よ
り
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
総
書

記
を
含
む
常
務
委
員
会
の
党
の
組
織
制
度
上
の
位
置
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
大
会
報
告
の
中
核
問
題
を
決
め
る
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
起
草
組
の
会
議
が
多
い
の
は
文
書
作
成
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
待
た
な
い
。

四
． 

お
わ
り
に
│
結
論
と
課
題

本
稿
は
鄧
小
平
と
い
う
カ
リ
ス
マ
亡
き
後
の
一
五
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
ま
で
の
党
の
大
会
報
告
作
成
過
程
を
検
証
し
、
組
織
制
度

面
か
ら
党
の
意
思
決
定
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
の
大
会
報
告
作
成
は
総
書
記
が
指
示
を
与
え
、
総
書
記
を
含
む
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
が
指
導

し
、
起
草
組
が
つ
く
ら
れ
、
一
定
の
範
囲
内
の
各
単
位
に
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
課
題
組
を
各
単
位
、
各
地
に
派
遣
、
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
関
係
者
を
招
き
座
談
会
を
催
す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
き
た
調
査
結
果
や
意
見
を
基
に
草
稿
が
つ
く
ら

れ
、
起
草
組
全
体
会
議
お
よ
び
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
会
議
を
通
じ
て
、
何
度
と
な
く
修
正
さ
れ
た
後
、
草
案
が
作
成
さ
れ
、
中
央

六
九
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
九
）

委
員
会
全
体
会
議
で
審
議
、
修
正
、
採
択
さ
れ
た
後
、
全
国
代
表
大
会
に
上
程
、
さ
ら
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
正
式
文
書
と
し
て
採
択
さ

れ
る
。

そ
れ
を
図
式
化
す
る
と
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
大
会
報
告
作
成
過
程
は
二
〇
年
間
不
変
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
が
組
織
制
度
的
に
長
期
に
わ
た
り
安
定
し

て
き
た
こ
と
が
例
証
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
筆
者
が
以
前
検
証
し
た
一
三
全
大
会
報
告
と
一
四
全
大
会
報
告
の
作
成
過
程
と
比
較
し
て
も
組

織
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
の
鄧
小
平
に
指
示
を
仰
い
だ
こ
と
を
除
け
は
ほ
ぼ
同
じ
作
成
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
を
算
入
す
る
と
三
〇
年
間

ほ
ぼ
同
様
の
作
成
過
程
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
安
定
し
た
党
大
会
報
告
作
成

過
程
は
逆
に
組
織
の
硬
直
化
の
反
映
と
も
言
え
る
。
既
述
の

「『
通
知
』
等
下
達
範
囲
と
対
象
人
数
」
に
つ
い
て
、
一
三
全

大
会
報
告
と
一
四
全
大
会
報
告
を
見
る
と
、
一
三
全
大
会
報

告
は｢

一
三
全
大
会
代
表
、
一
二
期
中
央
委
員
、
同
委
員
候

補
、
中
央
顧
問
委
委
員
、
中
央
規
律
委
委
員
、
各
省
自
治
区

直
轄
市
党
委
常
務
委
員
、
人
民
解
放
軍
大
軍
区
党
委
常
務
委

員
、
各
軍
兵
種
・
各
総
部
責
任
者
、
中
央
直
属
機
関
・
国
家

機
関
各
部
委
党
組
成
員
、
約
五
〇
〇
〇
人｣

、
一
四
全
大
会

報
告
は｢

一
四
全
大
会
代
表
、
一
三
期
中
央
委
員
、
中
央
顧

中国共産党全国代表大会報告作成過程図
（山本作図2015．5．23）

中国共産党全国代表大会
↑

↑
中央委員会全体会議

中央政治局会議
↑

総書記・中央政治局常務委員会会議
↓↑

↓↑

↓↑
課題組 起草組

調査研究小組
↓↑

各省自治区直轄市党委、中央各部委、国家機関
各部委党組（党委）、軍委総政治部、解放軍各総
部、各大軍区・大単位党委、各人民団体党組、
各民主党派中央、全国工商連、無党派人士、一
部党内古参同志、中央委員会・中央規律検査委
員会委員、全国代表大会代表

六
九
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
〇
）

問
委
委
員
、
中
央
規
律
委
委
員
、
中
央
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
あ
る
党
員
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
・
各
大
軍
区
党
委

責
任
者
、
約
三
〇
〇
〇
余
人
（
1
）

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
三
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
ま
で
の
「
下
達
」「
対
象
人
数
」、
各
大
会
代
表
数

お
よ
び
全
党
員
数
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
達
対
象
人
数　
　

大
会
代
表
数　
　
　

全
党
員
数

一
三
全
大
会
報
告　
　
　

五
〇
〇
〇　
　
　

一
九
九
七　
　
　

四
六
〇
〇
万

一
四
全
大
会
報
告　
　
　

三
〇
〇
〇　
　
　

二
〇
三
五　
　
　

五
一
〇
〇
万

一
五
全
大
会
報
告　
　
　

四
〇
〇
〇　
　
　

二
一
〇
八　
　
　

五
八
〇
〇
万

一
六
全
大
会
報
告　
　
　

三
一
〇
〇　
　
　

二
一
二
〇　
　
　

六
六
三
六
万

一
七
全
大
会
報
告　
　
　

五
五
〇
〇　
　
　

二
二
二
〇　
　
　

七
三
三
六
万

一
八
全
大
会
報
告　
　
　

四
五
一
一　
　
　

二
二
七
〇　
　
　

八
五
一
二
万

前
掲
の
よ
う
に
党
員
数
の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
が
、
大
会
代
表
数
は
微
増
、「
下
達
」「
対
象
人
数
」
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
一
三
全
大
会
報
告
で
は
五
〇
〇
〇
人
が
下
達
対
象
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
四
全
大
会
で
は
三
〇
〇
〇
人
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
一
三
全
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
政
治
改
革
が
一
九
八
九
年
の
民
主
化
運
動
を
め
ぐ
り
党
中
央
が
分
裂
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

そ
れ
は
一
四
全
大
会
が
「
責
任
者
」
に
絞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

た
だ
、
本
稿
の
検
証
対
象
と
し
た
一
五
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
間
の
増
減
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
た
情
報
だ
け
で
は
推
測
の
域
を

六
九
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
一
）

脱
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
判
断
し
な
い
が
、
そ
れ
は
党
中
央
（
総
書
記
を
は
じ
め
と
す
る
常
務
委
員
会
・
政
治
局
）
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
た
「
下
達
範
囲
」
か
ら
く
る
「
対
象
人
数
」
の
違
い
で
あ
る
と
言
う
に
と
ど
め
た
い
。

一
七
全
大
会
報
告
で
「
座
談
会
」
に
「
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
」
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
問
題
に
つ
い
て
意
見

を
聴
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
会
報
告
案
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

筆
者
は
一
七
全
大
会
で
修
正
さ
れ
現
行
一
八
全
大
会
に
継
承
さ
れ
て
い
る
党
規
約
第
十
条
の（
四
）に
あ
る
「
党
の
各
級
組
織
は
、
規
定

に
合
わ
せ
て
党
務
公
開
を
実
行
し
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
が
一
八

全
大
会
報
告
作
成
過
程
に
反
映
さ
れ
た
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
〇
年
一
日
の
如
く
大
会
報
告
が
作
成
さ
れ
る
過
程
は
中
国
共

産
党
の
意
思
決
定
が
依
然
と
し
て
総
書
記
、
政
治
局
常
務
委
員
、
政
治
局
委
員
に
集
中
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、

新
華
社
を
通
じ
て
開
示
さ
れ
る
記
事
内
容
も
ほ
ぼ
定
型
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
さ
ら
な
る｢

党
務
公
開｣

が
求
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。｢

党
務
公
開｣

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
情
報
が
よ
り
多
く
の
党
員
に
行
き
渡
り
、
民
主
集
中
制
と
い
う
党
の
組
織
原
則
の｢

民

主｣

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
「
集
中
」
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

現
在
、
中
国
共
産
党
の
中
央
組
織
の
中
核
で
あ
る
中
央
政
治
局
常
務
委
員
は
総
書
記
の
習
近
平
を
は
じ
め
李
克
強
、
張
徳
江
、
兪
正
声
、

劉
雲
山
、
王
岐
山
、
張
高
麗
の
七
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
習
近
平
体
制
は
第
一
八
期
一
中
全
会
で
成
立
し
た
。

胡
錦
濤
の
後
継
者
で
あ
る
習
近
平
は
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
五
日
に
そ
の
第
一
八
期
一
中
全
会
で
党
の
総
書
記
と
中
央
軍
事
委
員
会
主

席
に
就
任
、
翌
年
、
全
人
代
の
開
催
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
三
月
一
四
日
に
国
家
主
席
と
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
に
就
い
た
。
習
は
こ
れ

ま
で
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
は
違
い
、
党
政
軍
の
三
権
を
ほ
ぼ
同
時
に
掌
中
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
任
者
の
江
沢
民
、
胡
錦
濤
い
ず
れ

も
健
在
だ
と
は
い
え
、
早
い
時
期
で
の
権
力
の
集
中
は
習
近
平
に
権
力
行
使
の
自
由
の
空
間
を
早
期
に
与
え
た
と
い
え
、
党
の
意
思
決
定

六
九
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
二
）

が
い
か
に
行
わ
れ
る
か
が
今
後
の
中
国
の
動
向
を
探
る
上
で
一
つ
の
重
要
な
変
数
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

習
近
平
体
制
成
立
後
、
中
国
共
産
党
は
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
二
日
に
第
一
八
期
中
央
委
員
第
三
回
全
体
会
議
で
、「
全
面
的
に
改
革

を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
の
若
干
の
重
要
問
題
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」（「
中
共
中
央

于
全
面

革
若
干
重
大

的
决
定
」）
を
、

ま
た
、
翌
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
、
第
一
八
期
中
央
委
員
第
四
回
全
体
会
議
で
「
全
面
的
に
法
に
依
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
を
推
進

す
る
う
え
で
の
若
干
の
重
大
問
題
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」（「
中
共
中
央

于
全
面

法
治
国
若
干
重
大

的
决
定
」）
を
採
択
し

た
。こ

の
二
つ
の
重
要
文
書
作
成
に
当
た
っ
て
は
い
ず
れ
も
総
書
記
で
あ
る
習
近
平
が
起
草
組
の
組
長
に
就
い
た
（
12
）

。
こ
う
し
た
文
書
起
草
に

当
た
っ
て
は
、
多
く
の
場
合
、
総
書
記
は
指
示
を
与
え
る
が
、
起
草
組
の
組
長
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

習
近
平
は
同
時
に
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日
新
設
さ
れ
た
中
央
国
家
安
全
委
員
会
主
席
に
就
任
し
た
ほ
か
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
特

定
問
題
を
処
理
す
る
小
組
の
組
長
に
も
就
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
二
日
に
中
央
改
革
全
面
的
深
化
指
導
小
組
（
中
央

全
面

革

小

）
の
組
長
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日
に
中
央
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
・
情
報
化
指
導
小
組
（
中
央
网

全
和

息

小

）
の
組
長
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日
に
中
央
軍
事
委
国
防
・
軍
隊
改
革
深
化
指
導
小
組
（
中
央

委

国

和

革

小

）
の
組
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
い
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
二
〇
一
三
年
か
ら
中
央
外
事
工
作
指
導
小
組
（
中
央
外
事
工
作

小

）

と
中
央
財
経
指
導
小
組
（
中
央

小

）
の
組
長
も
前
任
者
の
胡
錦
濤
か
ら
継
承
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
権
力
の
集
中
は
習
近
平
の
権
力
基
盤
を
固
め
る
う
え
で
の
一
つ
の
過
程
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
過
度
の
習
異
存
は
党
規
約
第
十

条
に
あ
る
「（
六
）党
は
、
い
か
な
る
形
の
個
人
崇
拝
を
も
禁
止
す
る
。・
・
・
」
と
第
十
六
条
の
「
い
か
な
る
指
導
者
で
あ
っ
て
も
、
個

人
が
独
断
専
行
し
た
り
、
個
人
を
組
織
の
上
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。」
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
否
定

七
〇
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
三
）

で
き
な
い
。
当
面
、
本
稿
で
得
た
知
見
と
二
〇
一
七
年
開
催
予
定
の
中
国
共
産
党
第
一
九
回
全
国
代
表
大
会
報
告
の
作
成
過
程
と
を
比
較

検
証
す
る
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
る
。
こ
の
習
近
平
体
制
下
に
お
け
る
党
の
意
思
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
証
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

注
：

（
1
） 

拙
稿｢

中
国
に
お
け
る
情
報
文
化
の
特
質｣

『
大
学
院
論
集
』
第
五
号
日
本
大
学
大
学
院
国
際
関
係
研
究
科
一
九
九
五
年
一
〇
月P

P
.177-197

（
2
） 

人
民
日
報
（
一
九
八
九
年
五
月
一
七
日
）
に
よ
る
と
、
当
時
訪
中
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
会
見
し
た
趙
紫
陽
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
・
・
・
一
三
期
一
中
全
会
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
最
重
要
の
問
題
で
は
、
鄧
小
平
同
志
の
舵
取
り
が
依
然
必
要
で
あ
る
。
一
三
全
大
会
以
来
、

わ
れ
わ
れ
は
最
も
重
大
な
問
題
を
処
理
す
る
と
き
、
決
ま
っ
て
鄧
小
平
同
志
に
通
報
し
、
彼
に
教
え
を
請
う
。」。

（
3
） 

拙
稿｢

中
国
共
産
党
の
言
論
紀
律｣
『
国
際
関
係
研
究
』
第
八
巻
第
三
号
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所
一
九
八
八
年
三
月

P
P
.143-170

（
4
） 

本

委
会

『
中
国
共

党

次
党

（
一
九
二
一
│
二
〇
一
二
）』
中
国
方
正
出
版
社
二
〇
一
二
年
一
一
月

（
5
） 

一
八
全
大
会
規
約
の
関
係
条
項
の
中
国
語
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章　

党
的

制
度

第
十
条　

党
是
根
据
自
己
的

和
章
程
，
按
照
民
主
集
中
制

起
来
的

一
整
体
。
党
的
民
主
集
中
制
的
基
本
原

是
：

（
一
）
党

个
人
服
从
党
的

，
少
数
服
从
多
数
，
下

服
从
上

，
全
党
各
个

和
全
体
党

服
从
党
的
全
国
代
表
大
会
和
中
央

委

会
。

（
二
）
党
的
各

机

，
除
它

派
出
的
代
表
机

和
在
非
党

中
的
党

外
，
都
由

生
。

（
三
）
党
的
最
高

机

，
是
党
的
全
国
代
表
大
会
和
它
所

生
的
中
央
委

会
。
党
的
地
方
各

机

，
是
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和

七
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
四
）

它

所

生
的
委

会
。
党
的
各

委

会
向
同

的
代
表
大
会

并

告
工
作
。

（
四
）
党
的
上

要

常
听
取
下

和
党

群

的
意

，
及

解
决
他

提
出
的

。
党
的
下

既
要
向
上

示
和

告
工
作
，
又
要
独
立

地
解
决
自
己

范

内
的

。
上
下

之

要
互
通
情

、
互
相
支
持
和
互
相

督
。
党
的
各

要
按

定

行
党

公

，
使
党

党
内
事

有
更
多
的
了
解
和
参
与
。

（
五
）
党
的
各

委

会

行
集
体

和
个
人
分
工

相

合
的
制
度
。
凡
属
重
大

都
要
按
照
集
体

、
民
主
集
中
、
个

、
会

决
定
的
原

，
由
党
的
委

会
集
体

，
作
出
决
定；

委

会
成

要
根
据
集
体
的
决
定
和
分
工
，
切

履
行
自
己
的

。

（
六
）
党
禁
止
任
何
形
式
的
个
人
崇
拜
。
要
保

党
的

人
的
活

于
党
和
人
民
的

督
之
下
，
同

一
切
代
表
党
和
人
民
利
益
的

人
的
威
信
。

第
十
一
条　

党
的
各

代
表
大
会
的
代
表
和
委

会
的

生
，
要
体

人
的
意
志
。

采
用
无

名
投
票
的
方
式
。
候

人
名

要
由
党

和

人
充
分

∩
以
直
接
采
用
候

人
数
多
于

人
数
的
差

法

行
正
式

。
也
可
以
先
采
用
差

法

行

，

生
候

人
名

，
然
后

行
正
式

。

人
有
了
解
候

人
情
况
、
要
求
改

候

人
、
不

任
何
一
个
候

人
和
另

他
人
的

权
利
。
任
何

和
个
人
不
得
以
任
何
方
式
强
迫

人

或
不

某
个
人
。

党
的
地
方
各

代
表
大
会
和
基

代
表
大
会
的

，
如
果

生

反
党
章
的
情
况
，
上
一

党
的
委

会
在

核

后
，

作
出

无

效
和
采
取
相

措
施
的
决
定
，
并

再
上
一

党
的
委

会

批
准
，
正
式
宣
布

行
。

党
的
各

代
表
大
会
代
表

行
任
期
制
。

第
十
二
条　

党
的
中
央
和
地
方
各

委

会
在
必
要

召
集
代
表
会

，

和
决
定
需
要
及

解
决
的
重
大

。
代
表
会

代
表
的
名

和

生

法
，
由
召
集
代
表
会

的
委

会
决
定
。

第
十
三
条　

凡
是
成
立
党
的
新

，
或
是
撤

党
的
原
有

，
必

由
上

党

决
定
。

在
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和
基

代
表
大
会

会
期

，
上

党
的

有
必
要

，
可
以

或
者
指
派
下

党

的

人
。

党
的
中
央
和
地
方
各

委

会
可
以
派
出
代
表
机

。

党
的
中
央
和
省
、
自
治
区
、
直

市
委

会

行
巡

制
度
。

七
〇
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
五
）

第
十
四
条　

党
的
各

机

，

同
下

有

的
重
要

作
出
决
定

，
在
通
常
情
况
下
，
要
征
求
下

的
意

。
要
保

下

能

正
常
行
使
他

的

权
。
凡
属

由
下

理
的

，
如
无
特
殊
情
况
，
上

机

不
要
干

。

第
十
五
条　

有

全
国
性
的
重
大
政
策

，
只
有
党
中
央
有
权
作
出
决
定
，
各
部

、
各
地
方
的
党

可
以
向
中
央
提
出
建

，
但
不
得
擅
自

作
出
决
定
和

外

表
主

。

党
的
下

必

决

行
上

的
决
定
。
下

如
果

上

的
决
定
不
符
合
本
地
区
、
本
部

的

情
况
，
可
以

求
改

；
如
果
上

持
原
决
定
，
下

必

行
，
并
不
得
公

表
不
同
意

，
但
有
权
向
再
上
一

告
。

党
的
各

的

刊
和
其
他
宣

工
具
，
必

宣

党
的
路

、
方

、
政
策
和
决

。

第
十
六
条　

党

决
定

，
必

行
少
数
服
从
多
数
的
原

。
决
定
重
要

，
要

行
表
决
。

于
少
数
人
的
不
同
意

，

当

真
考

。
如

重
要

生
争

，
双
方
人
数
接
近
，
除
了
在

急
情
况
下
必

按
多
数
意

行
外
，

当

作
出
决
定
，

一
步

研
究
，
交

意

，
下
次
再
表
决；
在
特
殊
情
况
下
，
也
可
将
争

情
况
向
上

告
，

求
裁
决
。

党

个
人
代
表
党

表
重
要
主

，
如
果
超
出
党

已
有
决
定
的
范

，
必

提
交
所
在
的
党

决
定
，
或
向
上

党

示
。
任
何
党

不

高
低
，
都
不
能
个
人
决
定
重
大

；

如
遇

急
情
况
，
必

由
个
人
作
出
决
定

，
事
后
要
迅
速
向
党

告
。

不
允

任
何

人

行
个
人

断
和
把
个
人
凌

于

之
上
。

第
十
七
条　

党
的
中
央
、
地
方
和
基

，
都
必

重

党
的
建

，

常

和

党
的
宣

工
作
、
教
育
工
作
、

工
作
、

律

工
作
、
群

工
作
、

一

工
作
等
，
注
意
研
究
党
内
外
的
思
想
政
治
状
况
。

第
三
章　

党
的
中
央

第
十
八
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
每
五
年

行
一
次
，
由
中
央
委

会
召
集
。
中
央
委

会

有
必
要
，
或
者
有
三
分
之
一
以
上
的
省
一

提
出
要
求
，
全
国
代
表
大
会
可
以
提
前

行；

如
无
非
常
情
况
，
不
得
延
期

行
。

全
国
代
表
大
会
代
表
的
名

和

法
，
由
中
央
委

会
决
定
。

第
十
九
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
的

权
是
：

七
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
六
）

（
一
）
听
取
和

中
央
委

会
的

告；
（
二
）
听
取
和

中
央

律

委

会
的

告；
（
三
）

并
决
定
党
的
重
大

；

（
四
）
修
改
党
的
章
程；

（
五
）

中
央
委

会；

（
六
）

中
央

律

委

会
。

第
二
十
条　

党
的
全
国
代
表
会

的

权
是
：

和
决
定
重
大

；

整
和
增

中
央
委

会
、
中
央

律

委

会
的
部
分
成

。

整

和
增

中
央
委

及
候

中
央
委

的
数

，
不
得
超

党
的
全
国
代
表
大
会

出
的
中
央
委

及
候

中
央
委

各
自

数
的
五
分
之
一
。

第
二
十
一
条　

党
的
中
央
委

会
每
届
任
期
五
年
。
全
国
代
表
大
会
如
提
前
或
延
期

行
，
它
的
任
期
相

地
改

。
中
央
委

会
委

和
候

委

必

有
五
年
以
上
的
党

。
中
央
委

会
委

和
候

委

的
名

，
由
全
国
代
表
大
会
决
定
。
中
央
委

会
委

出
缺
，
由
中
央
委

会
候

委

按
照
得
票
多
少
依
次

。

中
央
委

会
全
体
会

由
中
央
政
治
局
召
集
，
每
年
至
少

行
一
次
。
中
央
政
治
局
向
中
央
委

会
全
体
会

告
工
作
，
接
受

督
。

在
全
国
代
表
大
会

会
期

，
中
央
委

会

行
全
国
代
表
大
会
的
决

，

党
的
全
部
工
作
，

外
代
表
中
国
共

党
。

第
二
十
二
条　

党
的
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常

委

会
和
中
央
委

会

，
由
中
央
委

会
全
体
会

。
中
央
委

会

必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
在
中
央
委

会
全
体
会

会
期

，
行
使
中
央
委

会
的

权
。

中
央

是
中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
的

事
机

；
成

由
中
央
政
治
局
常

委

会
提
名
，
中
央
委

会
全
体
会

通

。

中
央
委

会

召
集
中
央
政
治
局
会

和
中
央
政
治
局
常

委

会
会

，
并
主
持
中
央

的
工
作
。

党
的
中
央

事
委

会

成
人

由
中
央
委

会
决
定
。

每
届
中
央
委

会

生
的
中
央

机

和
中
央

人
，
在
下
届
全
国
代
表
大
会

会
期

，

主
持
党
的

常
工
作
，
直
到
下
届
中
央

委

会

生
新
的
中
央

机

和
中
央

人

止
。

七
〇
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
七
）

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放

的
党

，
根
据
中
央
委

会
的
指
示

行
工
作
。
中
央

事
委

会
的
政
治
工
作
机

是
中
国
人
民
解
放

政
治
部
，

政
治
部

管
理

中
党
的
工
作
和
政
治
工
作
。

中
党
的

体
制
和
机

，
由
中
央

事
委

会
作
出

定
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

日
訳
に
つ
い
て
は｢

中
国
共
産
党
ニ
ュ
ー
ス｣

（w
w
w
.people.com

.cn.

）
に
準
拠
し
た
が
、
筆
者
が
一
部
未
訳
部
分
を
補
訳
、
一
部
訳
語
を
修

正
し
て
い
る
。

（
6
） 

一
二
全
大
会
規
約
の
関
係
条
項
の
中
国
語
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章　

党
的

制
度

第
十
条　

党
是
根
据
自
己
的

和
章
程
，
按
照
民
主
集
中
制

起
来
的

一
整
体
。
它
在
高
度
民
主
的
基

上

行
高
度
的
集
中
。
党
的
民
主

集
中
制
的
基
本
原

是
：

（
一
）
党

个
人
服
从
党
的

，
少
数
服
从
多
数
，
下

服
从
上

，
全
党
各
个

和
全
体
党

服
从
党
的
全
国
代
表
大
会
和
中
央

委

会
。

（
二
）
党
的
各

机

，
除
它

派
出
的
代
表
机

和
在

党

中
的
党

外
，
都
由

生
。

（
三
）
党
的
最
高

机

，
是
党
的
全
国
代
表
大
会
和
它
所

生
的
中
央
委

会
。
党
的
地
方
各

机

，
是
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和

它

所

生
的
委

会
。
党
的
各

委

会
向
同

的
代
表
大
会

并

告
工
作
。

（
四
）
党
的
上

要

常
听
取
下

和
党

群

的
意

，
及

解
决
他

提
出
的

。
党
的
下

既
要
向
上

示
和

告
工
作
，
又
要
独
立

地
解
决
自
己

范

内
的

。
上
下

之

要
互
通
情

、
互
相
支
持
和
互
相

督
。

（
五
）
党
的
各

委

会

行
集
体

和
个
人
分
工

相

合
的
制
度
。
凡
属
重
大

都
要
由
党
的
委

会
民
主

，
作
出
决
定
。

（
六
）
党
禁
止
任
何
形
式
的
个
人
崇
拜
。
要
保

党
的

人
的
活

于
党
和
人
民
的

督
之
下
，
同

一
切
代
表
党
和
人
民
利
益
的

人
的
威
信
。

第
十
一
条　

党
的
各

代
表
大
会
的
代
表
和
委

会
的

生
，
要
体

人
的
意
志
。

采
用
无

名
投
票
的
方
式
。
候

人
名

要
由
党

七
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
八
）

和

人
充
分

。
可
以

生
候

人
名

，
然
后

行
正
式

。
也
可
以
不

，
采
用
候

人
数
多
于

人

数
的

法

行

。

人
有
了
解
候

人
情
况
、
要
求
改

候

人
、
不

任
何
一
个
候

人
和
另

他
人
的
权
利
。
任
何

和
个
人
不

得
以
任
何
方
式
强
迫

人

或
不

某
个
人
。

党
的
地
方
各

代
表
大
会

，
如
果

生

党
章
的
情
况
，
上
一

党
的
委

会
在

核

后
，

作
出

无
效
和
采
取
相

措

施
的
决
定
，
并

再
上
一

党
的
委

会

批
准
，
正
式
宣
布

行
。

第
十
二
条　

党
的

和

以
上
委

会
在
必
要

可
以
召
集
代
表
会

，

和
决
定
需
要
及

解
决
的
重
大

。
代
表
会

代
表
的
名

和

生

法
，
由
召
集
代
表
会

的
委

会
决
定
。

第
十
三
条　

凡
是
成
立
党
的
新

，
或
是
撤

党
的
原
有

，
必

由
上

党

决
定
。

党
的

和

以
上
委

会
可
以
派
出
代
表
机

。

在
党
的
地
方
各

代
表
大
会

会
期

，
上

党
的

有
必
要

，
可
以

或
者
指
派
下

党

的

人
。

第
十
四
条　

党
的
各

机

，

同
下

有

的
重
要

作
出
决
定

，
在
通
常
情
况
下
，
要
征
求
下

的
意

。
要
保

下

能

正
常
行
使
他

的

权
。
凡
属

由
下

理
的

，
如
无
特
殊
情
况
，
上

机

不
要
干

。

第
十
五
条　

有

全
国
性
的
重
大
政
策

，
只
有
党
中
央
有
权
作
出
决
定
，
各
部

、
各
地
方
的
党

可
以
向
中
央
提
出
建

，
但
不
得
擅
自

作
出
决
定
和

外

表
主

。

党
的
下

必

决

行
上

的
决
定
。
下

如
果

上

的
决
定
不
符
合
本
地
区
、
本
部

的

情
况
，
可
以

求

；

如
果
上

持
原
决
定
，
下

必

行
，
并
不
得
公

表
不
同
意

，
但
有
权
向
再
上
一

告
。

党
的
各

的

刊
和
其
他
宣

工
具
，
必

宣

党
的
路

、
方

、
政
策
和
决

。

第
十
六
条　

党

决
定

，
必

行
少
数
服
从
多
数
的
原

。

于
少
数
人
的
不
同
意

，

当

真
考

。
如

重
要

生
争

，
双
方
人
数
接
近
，
除
了
在

急
情
况
下
必

按
多
数
意

行
外
，

当

作
出
决
定
，

一
步

研
究
，
交

意

，
下
次
再

。

如
仍
不
能
作
出
决
定
，

将
争

情
况
向
上

告
，

求
裁
决
。

党

个
人
代
表
党

表
重
要
主

，
如
果
超
出
党
已
有
决
定
的
范

，
必

提
交

在
的
党

决
定
，
或
向
上

党

示
。

七
〇
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
九
）

任
何
党

不

高

，
都
不
能
个
人
决
定
重
大

；

如
遇

急
情
况
，
必

由
个
人
作
出
决
定

，
事
后
要
迅
速
向
党

告
。
不
允

任
何

人

行
个
人

断
和
把
个
人
凌

于

之
上
。

第
十
七
条　

党
的
中
央
、
地
方
和
基

，
都
必

重

党
的
建

，

常

和

党
的
宣

工
作
、
教
育
工
作
、

工
作
、

律

工
作
、
群

工
作
、

一

工
作
等
，
注
意
研
究
党
内
外
的
思
想
政
治
状
况
。

第
三
章　

党
的
中
央

第
十
八
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
每
五
年

行
一
次
，
由
中
央
委

会
召
集
。
中
央
委

会

有
必
要
，
或
者
有
三
分
之
一
以
上
的
省
一

提
出
要
求
，
全
国
代
表
大
会
可
以
提
前

行；

如
无

常
情
况
，
不
得
延
期

行
。

全
国
代
表
大
会
代
表
的
名

和

法
，
由
中
央
委

会
决
定
。

第
十
九
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
的

权
是
：

（
一
）
听
取
和

中
央
委

会
的

告；

（
二
）
听
取
和

中
央

委

会
、
中
央

律

委

会
的

告；

（
三
）

并
决
定
党
的
重
大

；

（
四
）
修

党
的
章
程；

（
五
）

中
央
委

会；

（
六
）

中
央

委

会
和
中
央

律

委

会
。

第
二
十
条　

党
的
中
央
委

会
每
届
任
期
五
年
。
全
国
代
表
大
会
如
提
前
或
延
期

行
，
它
的
任
期
相

地

。
中
央
委

会
委

和
候

委

必

有
五
年
以
上
的
党

。
中
央
委

会
委

和
候

委

的
名

，
由
全
国
代
表
大
会
决
定
。
中
央
委

会
委

出
缺
，
由
中
央
委

会
候

委

按
照
得
票
多
少
依
次

。

中
央
委

会
全
体
会

由
中
央
政
治
局
召
集
，
每
年
至
少

行
一
次
。

在
全
国
代
表
大
会

会
期

，
中
央
委

会

行
全
国
代
表
大
会
的
决

，

党
的
全
部
工
作
，

外
代
表
中
国
共

党
。

七
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
〇
）

第
二
十
一
条　

党
的
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常

委

会
、
中
央

和
中
央
委

会

，
由
中
央
委

会
全
体
会

。
中
央
委

会

必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
在
中
央
委

会
全
体
会

会
期

，
行
使
中
央
委

会
的

权
。

中
央

在
中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会

下
，

理
中
央
日
常
工
作
。

中
央
委

会

召
集
中
央
政
治
局
会

和
中
央
政
治
局
常

委

会
会

，
并
主
持
中
央

的
工
作
。

党
的
中
央

事
委

会

成
人

由
中
央
委

会
决
定
。
中
央

事
委

会
主
席
，
必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

每
届
中
央
委

会

生
的
中
央

机

和
中
央

人
，
在
下
届
全
国
代
表
大
会

会
期

，

主
持
党
的

常
工
作
，
直
到
下
届
中
央

委

会

生
新
的
中
央

机

和
中
央

人

止
。

第
二
十
二
条　

党
的
中
央

委

会
是
中
央
委

会
的
政
治
上
的
助
手
和
参

。
中
央

委

会
委

必

具
有
四
十
年
以
上
的
党

，

党

有

大

献
，
有

丰
富
的

工
作

，
在
党
内
外
有

高
声
望
。

中
央

委

会
每
届
任
期
和
中
央
委

会
相
同
。
它
的
常

委

会
和
主
任
、
副
主
任
，
由
中
央

委

会
全
体
会

，
并

中
央

委

会
批
准
。
中
央

委

会
主
任
必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。
中
央

委

会
委

可
以
列
席
中
央
委

会
全
体
会

；

它
的
副
主
任
可
以
列
席
中
央
政
治
局
全
体
会

；

在
中
央
政
治
局

必
要
的

候
，
中
央

委

会
的
常

委

也
可
以
列
席
中
央
政

治
局
全
体
会

。

中
央

委

会
在
中
央
委

会

下

行
工
作
，

党
的
方

、
政
策
的
制
定
和

行
提
出
建

，
接
受
咨

；

助
中
央
委

会

理
某
些
重
要

；

在
党
内
外
宣

党
的
重
大
方

、
政
策；

承
担
中
央
委

会
委
托
的
其
他
任

。

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放

的
党

，
根
据
中
央
委

会
的
指
示

行
工
作
。
中
国
人
民
解
放

政
治
部
是
中
央

事
委

会
的
政
治
工

作
机

，

管
理

中
党
的
工
作
和
政
治
工
作
。

中
党
的

体
制
和
机

，
由
中
央

事
委

会
作
出

定
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
7
） 

各
大
会
報
告
作
成
過
程
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の｢

誕
生
記｣

に
基
づ
く
。

迈
向
新
世

的
宣
言
和

│
党
的
十
五
大

告

生
　

新

社
一
九
九
七
年
九
月
二
六
日

七
〇
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
九
一
）

克
思
主

的

性
文
献
│
党
的
十
六
大

告

生
　

新

社
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
〇
日

展
中
国
特
色
社
会
主

的
政
治
宣
言
和
行

│
党
的
十
七
大

告

生
　

新

社
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
一
日

取
中
国
特
色
社
会
主

新

利
的
政
治
宣
言
和
行

│
党
的
十
八
大

告

生
　

新

社
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
〇
日

な
お
、
本
稿
と
関
連
し
た
全
国
代
表
大
会
開
催
日
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
一
中
全
会
で
選
出
さ
れ
た
総
書
記
と
政
治
局
常
務
委
員
お
よ
び
党
員
総
数
は

下
記
の
通
り
。

○
中
国
共
産
党
第
一
二
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
八
二
年
九
月
一
日
│
九
月
一
一
日
）

総
書
記
胡
耀
邦
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
耀
邦
、
葉
剣
英
、
鄧
小
平
、
趙
紫
陽
、
李
先
念
、
陳
雲
。
党
員
総
数
三
九
六
五
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
三
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
五
日
│
一
一
月
一
日
）

総
書
記
趙
紫
陽
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
李
鵬
、
喬
石
、
胡
啓
立
、
姚
依
林
。
党
員
総
数
四
六
〇
〇
万
。

一
三
期
四
中
全
会
（
一
九
八
九
年
六
月
）
総
書
記
江
沢
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
喬
石
、
姚
依
林
、
宋
平
、
李
瑞
環
。

○
中
国
共
産
党
第
一
四
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
一
二
日
│
一
九
日
）

総
書
記
江
沢
民
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
喬
石
、
李
瑞
環
、
朱
鎔
基
、
劉
華
清
、
胡
錦
濤
。
党
員
総
数
五
一
〇
〇
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
九
七
年
九
月
一
二
日
│
一
八
日
）

総
書
記
江
沢
民
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
朱
鎔
基
、
李
瑞
環
、
胡
錦
濤
、
尉
健
行
、
李
嵐
清
。
党
員
総
数
五
八
〇
〇
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
八
日
│
一
四
日
）

総
書
記
胡
錦
濤
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
錦
濤
、
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
曽
慶
紅
、
黄
菊
、
呉
官
正
、
李
長
春
、
羅
幹
。
党
員
総
数

六
六
三
六
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
七
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
│
二
一
日
）

総
書
記
胡
錦
濤
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
錦
濤
、
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
李
長
春
、
習
近
平
、
李
克
強
、
賀
国
強
、
周
永
康
。
党
員
総

七
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
二
）

数
七
三
三
六
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
八
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日
│
一
四
日
）

総
書
記
習
近
平
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
習
近
平
、
李
克
強
、
張
徳
江
、
兪
正
声
、
劉
雲
山
、
王
岐
山
、
張
高
麗
。
党
員
総
数
八
五
一
二
万
。

（
8
）

小
平
理

大
旗

，
把
建

有
中
国
特
色
社
会
主

事

全
面
推
向
二
十
一
世

│
在
中
国
共

党
第
十
五
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告
（
一
九
九
七
年
九
月
一
二
日
）

（
9
） 

全
面
建

小
康
社
会
，

中
国
特
色
社
会
主

事

新
局
面
│
在
中
国
共

党
第
十
六
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月

八
日
）

（
10
） 

高

中
国
特
色
社
会
主

大
旗
　

取
全
面
建

小
康
社
会
新

利
而

斗
│
在
中
国
共

党
第
十
七
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
）

（
11
） 

定
不
移
沿
着
中
国
特
色
社
会
主

道
路
前
　

全
面
建
成
小
康
社
会
而

斗
│
在
中
国
共

党
第
十
八
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告

（
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日
）

（
12
） 

「

革
旗

高
高

《
中
共
中
央

于
全
面
深

改
革
若
干
重
大

的
决
定
》

生

」
新
華
網
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
日
、「《
中

共
中
央

于
全
面
推

依
法
治
国
若
干
重
大

的
决
定
》

生

」
新
華
網
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
九
日

七
一
〇
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